
                                

 本年度の研究について 

   

昨年度までの研究について 

研究主題 

 

 

 

 

研究仮説 

 ≪仮説１≫ 

 

 

 

 

 ≪仮説２≫ 

 

 

 

 

 ≪成果≫ 

 ○目的意識をもてる課題や児童の身近にあるものを問題に取り入れることで，児童は興味・関心をも

ち，意欲的に学習することができた。 

○ＩＣＴ機器の活用をしたり，式を絵や図をもとにして説明したりする活動を取り入れたりして，思考

の視覚化を図ることができた。また，板書や掲示物の色分けをし，視覚的に支援をした。 

○実態に応じたワークシートを作成し，個に応じた活動をすることができた。 

○ペアトークや小集団での話し合いをすることで，自分の考えに自信を持てたり，友達の考えを聞いて

より理解を深めたりすることができた。 

○児童の意識調査で，「算数の学習は楽しいです。」「算数の学習はわかります。」「自分から進んで取り

組みます。」の項目では，肯定的な回答をした児童が増加した。研究２年目の課題であった「自分の

考えをペアやグループの友達に進んで伝えることができます。」の項目でも，肯定的な回答をした児

童が増加した。 

 

≪課題≫ 

 ●ペアトークに慣れていない児童は、話し合いが上手く進行できなかった。 

 ●数式を図や線分図と関連付けながら、相手に伝わるように説明することが難しかった。 

 ●言語活動の充実 

 ●児童の意識調査で，「自分の考えを進んで伝えることができます。」の回答は，他の項目と比べて数値

が低い。 

 

一人一人が意欲的に取り組める算数科学習 
～だれもが「わかる」「できる」「たのしい」授業づくりを目指して～ 

 児童の実態に応じた数学的活動を効果的に取り入れれば，基礎基本が身に付き，よくわかり， 

できる喜びや楽しさを味わわせることができるだろう。 

 

 

 

 個に応じた支援の仕方や学習形態の工夫を図れば，よくわかり，できる喜びや楽しさを味わわ

せることができるだろう。 



今年度の研究について 

１ 研究主題 

 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

（１）学校教育目標から 

本校では，「～生涯にわたって学び続ける子どもの育成～かしこく すこやかに」を目指し， 

以下のような児童像を掲げている。 

・にこにこあいさつ やさしい子ども 

・いつも健康 元気な子ども 

・はたらく汗が 輝く子ども 

・まなび合い 教え合う子ども 

これは，知・徳・体の調和のとれた豊かでたくましく人間性を培うとともに，新しい時代の変化 

に主体的に対応できる児童の育成を目指している。そのためには，確かな学力を身に付け，自信を 

もち，一人一人が主体的に学習に取り組めるようにすることが大切である。 

 

（２）児童の実態から 

   平成２８年度から平成３０年度までの３年間，「一人一人が意欲的に取り組める算数科学習～だれ

もが「わかる」「できる」「たのしい」授業づくりを目指して～」というテーマで研究を進めてきた。

作業的・体験的な活動，具体物を用いたりする活動を効果的に取り入れたり，児童の関心がわくよう

な教材の工夫，思考の視覚化，個に応じた支援などを行った。その結果，意欲的に学習する児童の姿

が見られ，研究３年目の児童の意識調査では，「算数の学習は楽しいです。」「算数の学習はわかりま

す。」「自分から進んで取り組みます。」の項目で，肯定的な回答をした児童が多かった。 

一方で，自分の考えを友達に伝える活動について課題が見られ，児童の意識調査においても「自

分の考えを進んで伝えることができます。」の項目で，肯定的な回答をした児童の割合が低かった。

学習指導要領の改訂では，育成すべき資質・能力の３つの柱として「知識・技能」，「思考力・判断

力・表現力等」，「学びに向かう力、人間性等」があり，これらの資質・能力を育むために「主体的・

対話的で深い学び」の実現が求められている。以上のことから，今年度は，３年間の研究で積み重

ねてきたことを継続しながら，特に対話的な学び（数学的な表現を柔軟に用いて表現し，それを用

いて筋道を立てて説明し合うことで新しい考えを理解したり，それぞれの考えのよさや事柄の本質

について話し合うことでよりよい考えに高めたり，事柄の本質を明らかにしたりする）を大切にし

た授業づくりを行う。問題を解決する過程で，友達と考えを伝え合うことで学び合ったり，よりよ

い解決に洗練させたりするための意見の交流や議論など対話的な学びを適宜取り入れるとともに，

学習の過程と成果を振り返り，よりよく問題解決できたことを実感する機会を設けるようにする。

そうすることで，児童が「わかった！」「できた！」「たのしい！」と実感し，意欲的に学習に取り

組むことができると考えた。 

 

  

 

一人一人が意欲的に取り組める算数科学習 
～だれもが「わかる」「できる」「たのしい」授業づくりを目指して～ 



 ３ 研究仮説 

 

 

 

 ４ 具体的な取組 

○素材の工夫 

・児童が興味をもち，思考を促すような素材 

  ・多様な考え方ができる問題の設定 

 

 ○数学的活動の工夫 

  数学的活動・・・「事象を数理的に捉えて，数学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決

する過程を遂行すること」で，以下の４つに分類される。 

 

（１）数量や図形を見出し，進んで関わる活動 

    ・身の回りの事象を観察する。 

    ・具体物を操作する。 

 

（２）日常の事象から見いだした問題を解決する活動 

    ・具体物，図，数，式などを用いて解決し，結果を確かめる。 

    ・解決過程を振り返り，結果や方法を改善したり，日常生活に生かしたりする。 

 

（３）算数の学習場面から見いだした問題を解決する活動 

    ・具体物，図，数，式などを用いて解決し，結果を確かめる。 

    ・解決過程を振り返り，統合的・発展的に考察する。 

 

（４）数学的に表現し伝え合う活動 

     ・具体物，図，数，式などを用いて表現し伝え合う。 

 

○実生活とつながる活動、必然性のある活動 

○目的に応じた話し合い活動（話し合う人数，形態，方法，手立て） 

○自分の考えを友だちやクラスのみんなに進んで伝えることができるような手立て（必要感） 

○個に応じた支援（苦手な児童，得意な児童へのアプローチ） 

○学習の過程と成果を振り返る活動（よりよく問題解決できたことを実感する機会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童の実態に応じた素材を効果的に取り入れれば，意欲的に考えたり表現したりすることがで

きるだろう。 



５ 研究体制                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 研究の取組について 

≪研究日≫ 

  〇各学年や部会で指導案検討・教材づくりの時間として扱う。 

 〇研究推進委員会を行う。（不定期） 

 

≪指導案の形式≫ 

  〇昨年度と同様の雛形を使用する。 

   ※単元観，児童の実態に学校教育目標「かしこく」を関連して記述する。 

 

≪指導案検討≫ 

〇１回目は学年検討，２回目は部会検討とする。 

○部会検討後，講師と連絡をとり，事前に指導を受けるかどうか確認をする。 

〇部会検討，講師との事前指導の調整は各学年の研究推進委員が行う。 

〇完成した指導案は１０日前までに研究主任まで提出し，郵送は研究主任が行う。 

〇指導案作成，授業の準備などは学年で協力して行う。 

 

≪授業について≫ 

〇講師を招いての授業は学年１名とし，各部会が同じ日に研究授業を行う。部会内で参観する。 

その後，協議会を行う。 

 〇事前・事後授業は、学年内で行い，学びの場とする。 

 ○研究授業がある日は，５時間授業にし，研究協議会の時間を確保する。 

 

≪児童の変容を示す方法について≫ 

 〇全学年共通の意識調査を行う。 

   １年生は９月と１２月，２～６年生は４月と１２月に行う。 

 

 

研究全体会 

職員全員 

研究推進委員会 

校長，教頭 

教務主任 

研究主任 

研究推進委員 

（各学年１名） 

各 

学 

年 

低学年部会 

１・２年 

少人数担当 

中学年部会 

３・４年 

少人数担当 

高学年部会 

５・６年 
少人数担当 

かるがも部会 

 

指導案検討 授業研究・協議会 

低学年部会 

中学年部会 

 

高学年部会 

 

かるがも部会 



７ 年間計画 

４月 

○研究推進委員会（４／４） 今年度の研究の進め方について   

○研究推進委員会（４／１６）研究仮説，意識調査項目等検討 

○研究全体会（４／１９）  今年度の研究について 

○各学年 研究希望提出（４/２４まで） 

○第一回意識調査実施，データ入力（２～６年生） 

５月 

○講師の依頼・日程調整 

○研究推進委員会 

研究授業日，指導案，協議会について 

６～１２月 ○研究授業 

９月 ○第一回意識調査実施，データ入力（１年生）（９月） 

１１月 ○研究推進委員会（１１月） 研究全体会について 

１２月 
○第二回意識調査実施，データ入力 

 

１月 

○今年度の反省・紀要のまとめ 締切日（１/９） 

○研究推進委員会 （１月中旬） 今年度の反省，紀要・来年度について   

○研究紀要の綴じ込み（１/２９） 

２月 

○研究全体会（２/３） 

 ・各学年から１年間の学習の成果と課題を報告（手立てなど） 

 ・講師の先生からのご指導 

○研究推進委員会（次年度への見通し） 研究の方向性について話し合い 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


